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能
す
る
な
ど
、
婦
人
の
ぷ
見
を
反
映
さ

い
、
我
が
愛
す
る
郷
土

の

町

政

に

汁

し

せ

る

州

場

が

あ

る

が

、
本
町
に
は
な
い
b

ま
ず
、
活

力

あ

る

削

政

．

来

者

に

お

望

町

長

さ

ん

は

、

忙

が

し

い

と

思

い

ま

と
魅
力
あ
る
、
そ
し

て

定

着

の

で

き

る

す

が

‘

膝

を

交

え

て

ぷ

b
vす
る
機
会
を

町
政
、
清
潔

・
公
平
な
町
政
、

F
高
台

つ
く
三
、
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

が
安
心
し
て
住
め
る
町
政
を
望
号
手

1
1
11
14
l
i
li
－

－

4
1
1
1

戦
以
と
税
衝
な
る
泌
係
を
保

h
u疋
強

和

利

川

な

ど

は

、

長

期

的

な

反

切

一

に

弘

ち

は

H花、
非
は
非
で
品切
断
会
持
っ
て

対

応

頃

お

伐

民

の
立

Hr取
リ
八
れ
な
が
・
り
F
Jえ

き
れ、

と
く
に
、
町
長
が
モ
ソ
ト
！

と

閤

勝

て
ド
さ
い
北
・
凶
尚
泌
辺
怖
の
附
泊
に

さ
れ
る
、

．大
止
は
作
阪
‘
努
力

は

無

限

町

作

勺
て
、
大
h
r．た
や
烏
欽
し
‘
わ
V
引の

ロu

な
り
の
川
粂
を
党
側
さ
札
、

M
階以
で
明

朝

井

働
く
織
を
’
uう
け
、
人
川
減
少
に
似

る
い
烈
成
の
な
か
で
、
町
政
に
A
4
力

役

由

d
め
を
か
け
、
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
勺

自
然
に
必
ま
れ
た
、
か
け
伴
え
の
な
球
さ
れ
ん
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

傾
げ
合
住
設
、
小
川
中
学
校
の
跡
地

て
む・
り
い
た
い
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〉

、

え

〉

町

主

く
わ
い
人
法

一
人
で
ら

多

当

町

包

括

、

良

…

的

特

性

を

問

、

「打
て
ば
将
〈
町
政
・

券

付

規

伯

、

友

L
さ

て

く
定

住

す

る

伯

父

に

満

ち

た

町

政

去

し

た

室

長

を

拡

充

T

U

G
－

i化
か
句

料

令

を
僚
極
的
に
雄
市
迅
し
、
識
も
が
少
と

4

布
引
に
満
ち
た
活
力
あ
る
産
業
づ
く

脱
皮
し
．
あ
く
ま
で
能
中
的
で
隙
敏

券

付

朝

日

町

長

寺

崎

実

喜
を
’
u
っ
て

住

み

た

く

な

る

よ

り

の

脅

さ

霊

的
に
す
す
め
ま
た
出
ん
だ
判
断
力
と
行
動

力

名

付

舎

・

F

う
な
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
を
め
ざ

す

。

っ

て
、
打
て
ば
特
く
町
民
へ
の
付
応

拳

舎

h

I

h

－－
v

し
ま
す
。

＠
五
つ

の

ま

を
モ
；

ー
に
町
政
を
す
す
め
ま
す
ふ

舎

‘

．．
 守
ha－－，

舎

h

一P
一〆
M
a
a
長
さ
ん
の
町
政
主
承
し
、
そ
の
充
実

。
＝
一つ
の
柱

一
、

「議

牟

な

町

政

」

五
、
「
チ
l
ム
・
ワ
l
ク
の
町
政
」

俗宗

舎

a

R

Wド
F

宮、45
1札
輔
発
展
を
図
る
こ
と
を
大
前
後
と
し
、

二

一

、

「住
み
よ
い
町
づ
く
り
」

町
政
の
イ
ロ
ハ
で
あ
る
ぬ
く
も
リ
会
戦
只
が

一
九
と
な
っ
て
英
知
を

券

付

，

S
可
4・
‘

つ

の

目

標

」
「
＝
一
つ
の
位
」

「
五
つ
の
歴
史
が
与
え
て
く
れ
た
美
し

い

総

に

満

ち

た

議

公

平

な

町

政

字

結

集
し

制
定
工
夫
と
活
力

i
H

舎

．

司

可

信

条

」
を
公
約
と
し
て
ぬ
げ
、
そ
の
実
大
な
肉
然
と
調
和
し
た
環
境
ぷ
附院
の

す

め

ま

す

。

て
‘
チ
ー
ム

・
ワ
ー
ク
の
総
合
力
を

＊

ιT

不
肖
秘
は
、
こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
現
の
た
め
仰
天
才
は
有
限
、
努
力
は
無
鐙
倫
を
図
り
な
が
ら
‘
美
し
い
自
然

二
、
「
共
感
を
呼
ぶ
町
政
」

完
全
燃
燥
し
、
新
し
い
副
づ
く
り
を

拳

村

に
あ
た
り
ま
し
て
、

町

喜

努

の

力

隊

O
E－
－
に
、
乏
し
い
力
主
の
住
み
よ
い
町
づ
く
リ
の
諸
対
策
を
町
民
本
位
の

E
Z一
渉
で
あ
め
ざ
す
行
財
政
改
ぶ
に
対
応
し
た
町

村

舎

強
い
ご
支
緩
と
温
か
い
ご
阪
市
に
よ
り
、
後
の
一
滴
ま
で
鍛
リ
絞
り
、
全
力
を
尽
械
極
的
に
す
す
め
ま
す
。

る
町
民
の
ニ

l
ズ
に
沿
っ
た
総
策
を
政
を
す
す
め
ま
す
。

。常

時

無
役
票
初
当
選
の
栄
に
浴
し
、
町
政
を
す
所
背
け
で
あ
り
卓
す
。

二

、

『盟
か
な
人
づ
く
り
」

推
進
し
、
町
民
の

共

感

と

支

緩

が

得

。

本

いれ
初
当

干

る

こ

と

に

な

リ

ま

し

九

町

民

2
き

が

い

と

人

見

出

足

る

町

政

字

す

め

草

す

・

以
上
ゆ
し
述
べ
ま
し
た
ニ
と
を
町
政

料

e
h払は
、
も
と
よ
り
微
力
で
あ
り
ま
す

＠
一

つ
の
目
線

な
文
化
社
会
の
実
現
を
H
途
に
、
健

三
、

「聞
か
れ
た
町
政
」

惟
巡
の
w嶋
本
指
針
と
し
て
わ
ね
り
ま
す
の
＆
？

”

が
、
町
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
秘
の

「活

気

に

満

ち

た

脱

で
生
き
が
い
あ
る
文
化
的
町
づ
く

社

副

町

政

を

き

H
と
し
、
町
民
と
で
、
町
民
符
機
万
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、時

令

守

護

し
、
約
3
年

間

助

役

と

し

て

魅

力

あ

る

郷

土
づ
く
リ

L

A
d
恋
一
前
依
的
に
1
す

め

ま

の

対

話

づ
〈
り
主
叫
込
し
、
ふ
れ
A

H

A

，後

一
憎
の
ご
窓
、
ご
叱
正
を
賜
り
恥

ぺ河
数
々
の
轟
凧
陶
必
泊

也？

愛
す
る

一
人
と
し
て
、
明
8
の
例
日

＝一
‘

『泊
力
あ
る
産
業
づ
〈
り
」

政
字
す
め
念
手
。

叫
紙
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
主
す
＠

心引‘
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φ
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や

φ
や
や
や
や
や
命
や
や
や
や
や
や
や
や
や
欽

f
い

去
る
6
月
5
8
に
告
示
さ
れ
た
町
長

選
挙
は
、
ヰ
寸
喧
削
助
役
以
外
に
立
候
術

者
が
な
く
、
句
”
投
票
に
よ
る
当
選
が
決

ま
り
、
日
目
の
午
後
1
時
に
当
選
託
符

が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

き
て
、
日
刊
日
の
午
前
9
時
の
初
枝
川

に
ほ
級
円
以
全
日
か
州
予
で
迎
え
、

9
時

半
か
ら
の
総
任
式
て
は
、一

つ
の

u
m、

一てつ
の
性
、
託
つ
の
い
粂
の
公
約
火
岐

に
九t
hH
校
球
す
る
と
町
民
に
約
点
し
た

議J23時ひさあ報広
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会
長
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政
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宮
崎
公
民
館
長

加
務

敏
夫

｛
白
血
凧

ひさあ報広

が
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

総
長
の
総
立
と
英
知
を

結
集
し
、
活
力
あ
る
町

政
を
出
別
立
し
た
い
」
と

あ
い
さ
っ
さ
れ
ま
し
た
。

全
国開質
巳
泊
手
で
む
か

え
ら
れ
る
寺
崎
町
長
V

こ
の
た
び
、
朝
日
町
政
を
M
刊
当
さ
れ

る
に
あ
た
り
、

J
m
%に
満
ち
た
鮭
力

あ
る
郷
土
づ
く
り
”
を
ぬ
げ
‘

「依
み

よ
い
町
づ
く
り
』「
盟
か
な
人
づ
く
リ
』

「活
力
あ
る
産
総
づ
く
り
』
に
．
ま
た

「消
潔
公
．4
な
町
政
」
を
進
め
ら
れ
る

こ
と
を
目
線
と
し
て
発
足
さ
れ
た
新
町

長
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
日
月
に
開
催

さ
れ
た
朝
日
町
総
合
計
画
審
議
会
に
諮

問
さ
れ
た
H

朝
日
町
総
合
計
画
第
2
次

基
本
計
画
作
の
実
現
に
’
川
け
て
努
力
し

て
い
た
だ
き
、
若
者
の
定
伐
の
た
め
、

企
業
誘
放
に
ま
い
進
さ
れ
る
よ
う
希
明

い
た
し
ま
す
。

町－崎，主寸

朝日町商工会長

橋実（57歳）

青年農業土

清水 英信（34員長）

宮崎浦漁簸協同組合

扇谷 孝好（46鎌）
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宮崎海岸観光組合

尾山 幸男（63綾）

－v他
の
市
町
で
は
、
婦
人
の
市
町
議
以

朝日町連会審議入会長

土居 清江

(54歳）

泊
U

寸ハ
U
n
u

町
に
経
済
的
盟
か
さ
と
、
伯
父
を
も

た
ら
す
た
め
に
は
、
厳
絞
め
桜
幽刊
が
蚊

’
主
要
て
す
。
商
工
業
分
野
か
ら
、「企

業
誘
致
」

「
住
宅
造
成
』
「
駄
市中
場
込

成」

「垣市
営
申
告
の
街
づ
く
り
」

「観
光

対
策
」
「
商
店
街
の
好
代
化
」
が
重
要

な
振
興
策
と
思
い
ま
す
。

(2) 

朝
日
町
の
産
業
の
中
に
お
い
て
比
恨

の
大
き
い
農
業
生
海
向
を
J
U

う
と
仰
す

と
と
む
に
、
農
業
後
継
者
が
進
ん
で
農

業
だ
け
続
け
ら
れ
る
農
業
政
策
を
行
つ

て
は
し
い
。
柏村に－
H伐
米
生
時
に
よ
る

転
作
の
終
減
と
農
地
利
用

m進
が
た
を

近
め
て
ほ
し
い

紋
近
の
漁
業
料
九
%
は
．
燃
仙
の
い
川
勝
、

仏川
…
価
の
低
迷
等
厳
し
い
ボ
患
に
内
向
し

て
わ
ね
リ
、
安
ん
ヒ
行
力
化
の
設
備
投
資
に

付
し
、
低
利
の
資
分
融
資
と
納
助
の
係

h

止
と
行
て
る
漁
業
と
し
て
、

似
骨
川
刑
判
た

に
大
附
な
助
成
ル
ι

賄

工

紋
後
に
織
を

汚
染
す
る
企
業
の
法
欽
は
反
対
し
ま
す
，

経
済
後
退
低
迷
期
の
町
政
に
は
例
か

と
御
苦
労
が
多
い
が
と
程
宙
し
卜
げ

ま
す
が
、

O
観
光
課
（
仮
林
）
の
新
設
に
よ
る
観

光
関
係
諸
問
題
に
対
す
る
強
力
体
制
の

確
立

O
観
光
専
門
知
滋
の
符
入
と
術

導
の
強
化

O
観
光
半
島
ぷ
の
早
期
克
行

等
に
つ
い
て
御

一
F
暗
い
た
い
。

の
万
が
お
ら
れ
た
り
、

財
人
議
会
合
間
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夏
の
奈
通
安
金
県
民
温

動期

間

今
年
も
、
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

が、

7
月
初
日
か
ら
8
月
初
日
ま
で
の

1
ヵ
月
の
問
、
夏
の
解
放
感
、
暑
さ
や

疲
労
な
ど
に
よ
る
交
通
事
放
の
多
発
傾

向
に
歯
止
を
か
け
る
た
め
、

交
通
ル
ー

ル
を
守
り
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
、
事

故
防
止
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
地
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
に
は
、

特

別
デ
ー
も
設
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
運
動
の
重

点
事
項
に
つ
い
て
は

次
の
と
わ
ね
り
で
す
。

ひ… ・・ーさ…あ

＠ 

報ー・・ー広

一
、
特
別
デ
ー
の
設
定

。
安
全
運
転
呼
び
か
け
の
日

7
月
幻

H
（水
）

関
係
機
関
・

団
体
関
係
者
が
朝
夕
、

街
頭
指
噂
す
る
ほ
か
、
「お
し
ぼ
り
茶

屋
」
な
ど
の
開
設
に
つ
と
め
、
シ
ー

ト
ベ

ル
ト
着
用
、
安
全
運
転
呼
び
か

け
等
を
行
、っ
。

。
交
通
安
全
県
民
の
日

8
月
l
H
（日
）

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
将

発
行
事
や
各
憾
の
・
父
通
安
全
教
室
め

開
設
、
叫
札
び
夜
光
反
射
材
の
街
頭
配

布
な
ど
を
行
っ
。

。
自
転
卓
安
全
の
日

8
月
初
日

（金
）

モ
デ
ル
交
差
点
で
の
自
転
車
安
全
走

行
に
つ
い
て
の
指

導
、
T
S
マ
i
ク

の
普
及
、
お
よ
び

制
問
自
転
乍
パ
レ

ー
ド
な
ど
を
行
7
。

とやま
（斗

重
点
事
項

ハ門

欽
満
、

過
労
運
転
の
防
止

歩
行
者
、
自
転
車
の
交
通
事
故

防
止

（ヨ

ン

l
ト
ベ
ル
ト

・
へ
ル
メ
y
ト

活
用
の
推
進

こ
の
夏
も

一
人
ひ
と
り
が

，
約
束
e
を
守
り
、交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

既
存
特
産
物
の

見
直
し
ゃ
新
線
作

物
の
噂
入
に
よ
り

新
産
地
の
育
成
を

目
指
し
、
昨
年
指

定
さ
れ
た
笹
川
地

区
ミ
ョ
ウ
ガ
に
続

き
、
今
年
度
新
た

に
三
牧
橋
地
区
が

ア
ス
川
ラ
カ
ス
叫

開
発
地
収
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

現
丘
一ニ
校
崎
地

区
が
中
心
と
な
り、

大
家
山
地
収
全
体

て
は
り
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
ア
ス
パ
ラ
が

作
付
け
さ
れ
て
い

お／句。ノ
h
v
a

ノ。。〆。
A
Y
6

偽ノhw
ぬ〆e
n
ノQ
a
J
Q

の／lv
aJ

。η
ノQ

同

E
S
T－
J
i
J十
J

ドド
特

55qq手から田Iくるんで努力し
てまいリま した.l€li.rn1駅での

特急J~ ・l’がrJとよリました。
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ま

す

が

今

後
、

6
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度

の
作
付
け
と
年
間
お
ト
ン
の
収
機
を
目

僚
と
し
、
県
の
産
地
化
の
基
盤
を
悶
め

て
い
く
も
の
で
す
。

b
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コ
シ
ヒ
カ
リ

実
証
展
示
ほ
設
置

(4) 

朝
日
町
米
作
改
・
以
対
策
協
議
会
で
は、

農
家
の
生
品
開
立
訟
の
向
上
を
凶
る
と
と

も
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
と
し
た
調

和
あ
る
向
品
作
の
高
い

「
1
ま
い
刺

u

産
米
」
紘
大
の
た
め
に
、

つ
い
さ
の
作
農

家
に
反
・v小
は
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
今

後、

安
定

m収
と
地
減
に
必
応
し
た
械

情
伐
術
体
系
を
舷
ぷ
し
、
作
米
子
約
限

度
激
ほ
の
叫
時
保
に
向
け
参
Y
J
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
む
の
で
す
。

。
コ
シ
ヒ
カ
リ
実
証
田

川

山

河

村

山

継

大
um

荒
比

一
総

小

児

谷

口

敏

殿

町

稲

荷

・ど一

柳

川

北

町

禿

緒

。
溢
水
直
播
毅
拙
情
実
証
田

山
．卜

小
川

ぷ

’I

川
叩

U
H

川川
T
M代

山
中

一

t

i

t
t

1
－
 

黒
東
防
犯
協
会
長
表
彰

5
日付
幻
日
に
川
川
似
さ
れ
た
川
市
水
防
犯

協
会
の
総
会
で
、
防
犯
活
動
に
制
欲
的

に
取
り
組
み
、
地
成
住
民
の
防
犯
立
地
州

のい
片
品
に
氏
献
し
た
功
に
よ
り
次
の
ん

々
が
し友
杉
さ
れ
ま
し
た
。

。
防
犯
功
併
箇
体

羽
入
防
犯
組
人
H

M

什

政

治

。
防
犯
功
労
者

境
地
一以
防
犯
制
A
H，k
k小
川
辺
太
郎

凡

A
「
J
ト
7
υ
」
H
川
？
〈
’
K
ト
r

u

a
wHH

H
F
聞
U
W
4ヲ

t
fl

aps－

v－L



は
や

く

（精機嫌湖底；~~ ·：
． きれいに

官、
、.,.., 
．． 

li 

． 
て
い
ね
い
に
！

集
体
制
を
略
持
す
る
と
と
も
に
、
ス
テ

｜
ン
ョ
ン
の
完
全
収
集
は
も
ち
ろ
ん

そ
の
周
聞
の
美
化
の
保
持
に
努
め
、
さ

ら
に
収
集
の
ス
ピ
ー
ド
化
等
、
山
川
に
本

仕
的
精
神
に
基
づ
き
、
相
桃
切

・
丁
慾

・

迅
速
を
モ
ッ
ト
ー
に
従
米
よ
リ
も
サ
ー

ビ
ス
が
悦
下
し
な
い

4
7桁
峰
、
駄
管

に
当
っ
て
い
き
ま
す
。

消
掛
事
業
は
正
ぐれ
い
に

・
は
や
く

て
い
ね
い
に
ゆ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
の
こ
と
を
溢
守
し
、
き
れ
い
な
生

活
弱
境
の
向
上
に
努
め
て
行
き
ま
す
，

皆
同悼
方
の
ご
恩
師
併
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ご
み
収

集
に
つ
い

て
は
、
先

日
の
チ
ラ

シ
で
案
内

し
て
い
る

と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す

‘‘
 が

、
7
月

1
8
よ
り
民
問
委
託
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
委
託
に
つ
い
て
は
、
昨
年
日
月

に
行
っ
た
朝
日
町
総
合
計
画
審
議
会

の
答
申
を
尊
重
し、

実
施
に
踏
切
り
ま

し
た
。
委
託
し
た
場
合
に
お
い
て
、
最

も
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
皆
さ
ん
に
々
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ
な
い
か
H

と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が、

現
在
の
収

－v
 

・_:ii-I§_

(5) 

A
斗
ハ

U
Q
d
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朝
日
町
議
会
定
ト備
会
嶋

JI 3 2 3寄

昭
和
町
年
第

4
凪
朝
日
町
議
会
定
例

会
は
、

6
月
幻
自
か
ら
お
日
ま
で
の
4

日
間
の
会
期
で
開
似
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
昭
和
計
年
度
朝
日

町

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
日
議
案
と

議
員
提
出
議
案
2
件
に
つ
い
て
慎
重
審

議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
時
中
認
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
‘
抑
制
剛
l
件
、
陳
情
9
件
に
つ

い
て
の
事
代
結
来
は
、
保
択
5
件
、
継

続
容
先
4
件
、
取
り
下
げ
l
件
と
決
定

さ
れ
ま
し
れ’
z

あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

ひさあ

可
決
さ
れ
た
も
の

報

マ
予

算

・
朝
日
町

一
般
会
外別
補
正
子
算

（8
下

2
百
6
姶
l
万
2
千
円
）

・
朝
日
町
問
民
健
康
保
険
診
療
施
設
侠

広

！、

川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

・
朝
日
町
嗣
民
健
康
保
健
診
療
地
設
宮

崎
診
療
所
特
別
会
持
論
正
予
算

・
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算

（
l
千
函
6
拾
2
万
5千
円
）

マ
条
例
の
一
部
改
正

・
朝
日
町
同
民
健
康
保
険
税
条
例

－
低
開
発
地
械
工
業
開
発
促
進
法
地
行

に
伴
・
つ
凶
定
資
産
制
悦
の
謀
説
免
除
に

関
す
る
条
例

・
朝
日
町
営
住
ん
走
凶
理
条
例

マ
そ
の
他

・
不
動
産
取
得
に
閲
す
る
件

・
朝
日
町
営
住
毛
新
築
事
業
建
築
玉
体

工
が
蛸
負
契
約
の
件

マ
議
員
提
出
議
案

・
食
附
・
農
業
法
本
政
策
及
び
本
殺
政

審

議

日

程

一

6
月
お
B

開

会

（

会

期

決

定

、

提

環

境

厚

生

委

員

会

案
理
由
・
議
案
説
明
）

産
業
建
設
委
民
会

一6
月

μ
日

本

会

議

（質
疑
、

一
般

6
川
初
日
本
会
議

｛委
日
託
銀
行
、
…

質
問
｝

質
疑
、
討
治
、
必
決
）

一

6
月
何
日

総
務
教
育
委
員
会

－
策
の
確
立
並
び
に
昭
和
町
年
産
米

・

産
麦
の
政
府
買
入
れ
価
格
及
び
生
産

娠
興
施
策
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書

．
核
兵
器
の
完
全
禁
止
と
軍
縮
を
要
請

す
る
意
見
書

震
認
さ
れ
た
も
の

地
万
自
治
法
第
問
条
に
よ
る
呼
決
処

分
の
件

マ
日
年
度
予
算

・
朝
日
町
一
般
会
計
鴻
正
予
算

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
納

比，

In

・
明
日
町
凶
民
健
康
保
険
診
療
地
設
川

崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
チ
符

・
朝
日
町
凶
民
健
康
保
険
診
療
施
設
岐

診
療
所
特
別
会
持
論
正
予
算

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
P

す

判
判マ

条
例
の

一
部
改
正

側
川
町
悦
条
例

報
告
さ
れ
た
も
の
一

・
附
利
回
年
度
繰
健
明
化川
首
級
位
ーバ
り

e詣
a
t
E
 
償
問
関
さ
れ
た
も
の

－
人
陥
機

A
委
日
以
鉱
山
制
作
を
俄
せ
ん
す

る
た
め
息
見
合
ボ
め
る
件

・
山
2
6
2
得

地

白

川
M
V
H
氏

』
U
寸
噌

l
n
U

般
質
問
の
中
か
ら
〕

( 6) 

0
旧
育
英
小
学
校

質
問

3
月
議
会
で
波
決
さ
れ
た
川
打

炎
小
ゆ
r校
の
解
体
に
つ
い
て
、
税

状
保
存
の
．
袋
叫
し
も
で
て
い
る
か
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

符
弁
削
育
英
小
学
校
は
、
解
体
保
存

し
将
来
は
不
動
金
遺
跡
付
近
で

文
化
セ
ン
タ
ー
的
な
こ
と
も
々
え

ら
れ
、
そ
こ
で
制
限
4

花
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

O
朝
日
中
学
棋
の
根
叡

質
問
制
日
中
小
校
の
校
歌
は
い

つ
ま

で
に
制
返
で
き
る
の
か
。

いA
H
弁
本
年
度
中
に
制
定
す
る
た
め
作

制
、
作
曲
者
を
検
討
中
で
あ
る
，

O
活
気
に
満
ち
た
町
づ
く
り

質

問

町

a
k
は
．
総
政
卜刀
針
に
あ
る
川

%
に
渦
ち
た
町
政
を
ど
の

4
7に

M
W
近
さ
れ
る
の
か

持
弁
的
力
あ
る
応
業
ヴ
く
り
に
つ
い

て
は
、
総
合
社
両
の
実
施
と
川
わ

せ
て
、
職
い
川
の
提
案
制
度

L
と
り

入
れ
灸
知
を
結
集
し
て
事
に
あ

た
り
た
い
G

O
美
術
館
の
維
持
管
理

口
問
不
動
全
に
挫
M
h叫
，

I
．ぬ
刑判
長
術
航

備

の

州

紺

U
U践
は
ど
う
な
る
の
か
ω

M

れ
弁
美
術
館
は
、
財
川
法
人
を
設
な

山
川
町
山
川
支
止
、

1
1
』

i
l

の
か

い
九
日
弁
町
長
を
補
佐
す
る
人
で
あ
り
、

で
き
る
た
け
い
い
機
会
に
、
町
内

外
を
問
わ
ず
人
選
を
し
た
い
。

O
新
庁
奮
の
建
殴

W
H
問

げ
A

小
川
挫
ぷ
Hmふ
れ
が
附
也
て
・
り
れ

て
い
る
が
．

W
合
他
山
崎
の
桃
恕
ば

ど
う
か

い九N
弁

止
中
年
皮

5
f
H川
合
制
h

仏
て
た

が
、
今
後

Lmh解
を
得
て
的
’
川
き

に
附
鋭
的
に
的
立
て
を
し
て
い
き

た
い
ゐ
佳
品
場
品
川
に
つ
い
て
は
、

制
慌
に
取
り
組
ん
で
い
く

線

”
 

。
都
市
計
画
道
路
の

…

早
期
完
成

…

W
H
問

山
病
院
吋
川
の
都
市
川
川州
道
路
川
抑

地
に
働
か
し
て
あ
る
か
．
危
険
性

骨

は
な
い
か
完
成
は
い
つ
引
に
な
拘

る

か

拾

い
広
町
の
口
以
か
れ

一
允
と
ニ
ろ
は
、

ω

不
法
投
来
や
危
険
防
止
の
た
め
槻
碑

を
ぷ
け
て
い

る

山

州

院

前

か

ふ

泊
小
午
絞
め
K
川
は
明
広
完

成

協

を

日

途

に

努

力

し

て

い

る

一
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前
願
・
陳
情

マ
採
択
に
な
っ
た
も
の

．
食
描
・
農
業
基
本
政
策
及
び
米
穀
政

策
の
係
立
並
び
に
昭
和
幻
年
産
米

・

産
変
の
係
立
並
び
に
価
格
段
び
生
産

振
興
施
策
の
確
立
に
つ
い
て

－
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て
（
2
件
）

．
日細
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

・
側
溝
の
改
修
に
つ
い
て

第 32 3寄ひ

マ
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

さ

・
高
速
北
陸
自
動
車
道
境
地
区
海
岸
道

路
の
変
更
に
つ
い
て

｛
2
件
）

・
都
市
計
画
道
路
の
計
画
見
直
し
に
つ

い
て

・
非
核
三
原
則
の
畷
持
と
法
制
化
を
求

め
る
件

あ報

マ
取
下
げ
ら
れ
た
も
の

．
作
業
道
開
設
事
業
に
対
す
る
補
助
金

制
度
の
錐
立
に
つ
い
て

広

－
R

常
任
委
員
長
報
告
女

各
常
任
委
員
会
に
わ
ね
い
て
、
付
託
案

件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

リ
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
次

の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

O
総
務
教
育
委
員
会
O

一
、
朝
日
中
学
校
校
歌
を
早
急
に
制
定

E
L
：、
。

ふ
〈
A
7
4

4
’h
L

二
、
廃
校
さ
れ
た
学
校
は
、
取
り
峻
す

だ
け
で
な
く
、
忠
ま
れ
た
自
然
環
筏

条
件
を
生
か
し
、
結
の
学
校
な
ど
山

季
に
応
じ
た
地
設
を
設
置
し
、
入
込

人
口
を
酬
明
加
さ
せ
る
地
域
保
興
策
に

活
用
さ
れ
た
い
。

三
、
学
校
給
食
の
体
制
に
つ
い
て
改
持

さ
れ
た
い
。

四
、
各
課
等
で
発
行
す
る
証
明
書
等
を

係
認
し
、
手
数
料
の
見
直
し
に
努
力

さ
れ
た
い
。

五
、
泊
駅
の
特
急
停
車
に
つ
い
て
、
白

山
な
ど
東
京
ま
て
来
リ
佐
川
口
え
の
な
い

列
車
停
車
に
つ
い
て
回
欽
当
局
に
悠

〈
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

」ハ
、
泊
駅
前
付
近
を
慾
倫
す
る
と
と
も

に
、
通
勤
者
対
策
な
ど
大
規
模
な
駐

車
場
を
設
a治
さ
れ
た
い
。

七
、
毛
地
開
発
要
綱
を
策
定
し
、
計
画

的
に
住
宅
鐙
設
計
画
を
推
進
さ
れ
た

・
L
V

O
環
境
厚
生
委
員
会
O

一
、
保
育
料
が
、
入
善
町
、
宇
奈
月
町

と
の
比
較
に
お
い
て
、
」
い
川
師
側
の
山’
U

H
丸う
け
・
句
れ
る
の
で．
M
m
川
の
山
π水
に

努
め
ら
・札
た
い
。

二
、
医
僚
給
付
費
の
減
拍
酬
と
い
う
与
ぱ

し
い
簡
も
あ
リ
ま
す
が
、
な
お
谷
純

保
健
衛
生
必
業
の
積
極
的
な
広
報
に

努
め
ら
れ
た
い
。

三
、
ゴ
ミ
収
集
業
務
の
民
問
委
託
の
七

月

一
日
実
施
に
あ
た
り
、
町
当
局
の

適
切
な
指
導
と
受
託
者
の
誠
意
あ
る

態
度
が
見
受
け
、
句
れ
る
の
で
、
山
口
討

を
も
っ
て
ゴ
ミ
収
集
業
務
の
民
問
委

託
を
七
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
い
。

O
産
業
建
設
委
員
会
O

一
、
郡
山
計
幽
道
路
の
山
小
宇
校
か
ら

中
町
の
県
道
ま
で
の
川
は
、
投
資
効

米
を
々
、
ぇ
、
道
路
の
宏
九
土
日
米
を
議
じ

な
が
ら
、
日
寸
急
に
通
行
吋
能
に
す
る

と
と
も
に
、
他
の
民
間
に
お
い
て
も

似
録
的
に
物
門
及
び
川
地
内
対
収
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

二
、
分
級
住
ん
じ
に
あ
た
勺
て
は
、
中
市

野
川
地
は
い
ま
だ
に
日
刊
し
伐
勺
て

お
け
、
人

M
t仰
叫
h

お
の
ニ
ー
ズ
に
・｝

た
え
る
た
め
住
先
似
主
は
似
力
少
な

く
す
る
よ
・
7
働
さ
か
け
ら
れ
た
い

三
、
公
叫
ん
川
地
の
日
収
に
あ
た
っ
て
は
、

光
子
の
下
似
合
vtJω

隠
し
な
いか・り妹、

意
を
も
っ
て
当
た
ら
れ
た
い
。

凹
、
町
の
公
共
事
業
の
発
注
に
あ
た
っ

て
は
、
中
小
業
者
育
成
の
た
め
、
同

一
工
事
で
あ
っ
て
も
分
離
発
註
す
る

4
？
に
努
力
さ
れ
た
い
。
特
に
、
議

以
の
か
か
わ
り
の
あ
る
も
の

は

不

況
の
折
で
あ
り
内
治
則
さ
れ
た
い
。

五
‘
鉄
工
団
地
へ
の
工
場
誘
欽
は
、
呉

川
町
企
業
も
含
め
て
誘
欽
に
um
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

六
、
小
口
事
業
資
金
級
資
の
活
用
に
つ

い
て
、
広
報
あ
さ
ひ
等
で
そ
の

P
R

に
努
め
ら
れ
た
い
。

仁
、
下
横
尾
地
内
土
石
場
の
漁
業
権
の

問
題
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
調
僚
を

図
ら
れ
た
い
。

0
ゴ
ミ
収
集
の
民
問
委
託

ゴ
ミ
収
集
の
民
問
委
託
に
お
け

る
必
札
価
総
が
低
い
が
、
あ
の
制

て
で
き
る
の
か
。

符
弁
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
枇
一卜
に
な
・り

な
い
よ
う
に
説
明
を
行
勺
て
入
札

し
て
ね
り
、
適
正
悩
怖
と
例
制
し

て
い
る
ι

O
公
共
事
業
の
発
注

不
況
で
本
’
細
業
者
は
仕
事
が
ら

く
、
早
期
発
注
を
期
待
し
て
い
る

が
、
mu
年
度
事
業
は
ど
の
よ
う
な

配
分
で
発
注
し
て
い
る
か
。

答
弁
町
の
公
共
が
業
の
津
川
は
、
卜

半
期
前
%
を

U
僚
と
し
て
い
る
。

八
、
減
山
給
水
地
訟
は
．
十
何
年
水
ア
カ

除
去
等
に
貸
用
を
要
し
て
お
リ
、
改

善
を
同
ら
れ
た
い
。

九
、
前
気
あ
る
商
店
街
づ
く
り
の
た
め
、

商
工
会
等
と
述
燃
を
と
り
な
が
ら
、

駐
車
場
の
録
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ト
‘
職

μの
ア
イ
デ
ア
を
取
り
上
げ
る

シ
ス
テ
ム
の
即
時
立
と
そ
の
予
算
化
に

努
め
ら
れ
た
い
。

円一

品川
対
点
目
白占
円
fU中内
um《
M
守
《
u？日
4ipバ
X
H
miwHUIhM内－
W
《
w
h
u伊

町
強
会
様
員
選
挙

投
票
は

8
月
8
日

＠
7
月
目
日
告
示
。

v
h仏川険制，
T
主
将
事
務
説
明
会
は
7
バ

初
日
『火
｝仙川
H
町
議
会
場
に
て

O
工
場
誘
叡

質
問
法
い
人
の
定
住
化
の
た
め
に
、

工
場
誘
致
を
制
鋭
的
に
取
り
組
め

る
い
か
。

附九
日
弁
て
州
場
波
放
は
、北山
uJ…
地
策
の
大

山
総
と
し
て
考
え
て
い
る

O
特
急
列
車
の
停
車
実
現

制日
間
特
な
州
市
中
の
山
駅
…
作
中
は
実
現

し
た
が
、
品
取
り
行
え
で
不
似
て
あ

る
が
今
後
ど
、
7
対
応
す
る
か
c

終

弁

町

民

の
協
力
に
よ
リ
実
現
し、

巡
動
は
そ
れ
な
リ
の
成
法
は
あ

り

た
と
忠
、
ー
か
、
今
後
と
J
U
a
MM刊

川
し
や
す
い
刈
山下
の
い行
中
に
努
力

し
て
い
く

中
川
氏

永
年
勤
続
町
長
感
謝
状

山
明
日
町
ぃ
k
・と

し
て
波
紋
州
則

ト
ド
九
年
余
の

μ

与
に
わ
た
り

住
民
一川
祉
の
向

上
と
地
万
自
治
の
娠
興
発
展
に
パ
献
さ

れ
た
功
制
に
よ
り
前
町
μ
・
小
川
縦

一

氏
に
、

6
川
幻
日
開
会
の
お
判
例
制
川

町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
．
淡
決
に
よ

り
、
感
泌
状
が
附州川
正
さ
れ
ま
し
た

(7) 
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固

更
正
相
談
会
開
催

吃

舎月の標語

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
と
福
祉
事

務
所
の
王
催
で
肢
体
不
自
由
と
聴
覚
障

害
者
を
対
象
に
更
生
相
談
会
が
開
か
れ

宇
品
十
ヲ
。

〈
臼
時
〉
7
月
幻
日

（月）

午
後
l
時
初
分
1
3時
初
分

〈場
附
〉
悩
祉
セ
ン
タ
ー

〈対
象
v
肢
体
不
自
由
、
聴
覚
障
山
t
h

〈判
当
医
師
〉
中
川
捻
夫
・
白
木
微

一

な
お
、
会
場
で
は
補
装
具
相
談
も
い
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

を業入プさ研がはて山

号車問 ~f i;t~ ＝ しを、中いれ です円生
てお又にはるーで 製き
お持は取クみ泊き型肢が
りち林りラなであ炭のい
まの 実セ

、 ~I みや l ~f
去 ｜ 炭まつ I t~
焼せて
をん
／か

そ
の
他
に
希
望
に
よ
り
ワ
ラ
加
工

（ぞ
ヲ
リ

・
わ
ら
じ
等
）
を
教
え
て
い

ま
す
。
申
込
冗

O
高
齢
者
生
き
が
い

セ
ン
タ
ー「
槻
山
荘
」

宮

4
1
8
5
2
1

0
役
場
住
民
福
祉
課

宮

3
U
H－
－

o
o

町
民
が

体
と
な

・ー圃圃－・．

’フ

て

青
少
年
の
健
全
育
成
を

第3固

織
入

小
規
模
事
業
者

の
皆
さ
ん
へ

(8) 

a
－
v
 

崎
川
．会晶
決

一
町
で
は
金
融
機
関
か
ら
通

援

一
常
の
融
資
を
受
け
る
ニ
と
が

宙
空

凶
維
な
小
法
主
将
に
付

I
l
L
し
て
、

県
と

一
体
と
な
っ
て

小
川
悦
業
資
金
融
資
を
’
打
っ
て
い
ま

す
ω

－
』
の
融
資
制
度
の
枠
に
余
怖
が
あ

リ
ま
す
の
で
、

が
業
資
金
に
わ
れ
凶
リ

の
行
は
ご
利
則
く
だ
さ
い
e

ぷ
制
は
朝
日
町
広
業
ぷ
ぃ
刷
工
水
産

係

｛
3
1
1
1
0
0内
線
臼
で
ま
た

は
制
U
町
向
仁
会
（
3
1
2
2
8
0
f

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

な
お
、
融
資
の
条
件
は
次
の
と
お

り
で
す
，

，、
融
資
付
象
従
業
H
m人
（尚
葉
、

サ
ー
ビ
ス
業
5
人
｝以
ド
の
が
業
計

－
L
融
資
限
度
無
判
保
5
0
υ
行
川

た
だ
し
、
従
業

H
5人
「尚
定
、
サ

ー
ビ
ス
業
2
人
｝
以
．卜
的
企
荒
行

は
3
0
り
が
川
ま
で
い阻
…判
似

7
1

糟
資
則
川

4
年
以
内

問
、
融
資
利
中
年
6
・
9
0
0

川内
託
料
年
0
・
5
%

参
加
者
募
集

「親
子
で
語
ろ
う

有
峰
の
つ
ど
い
」
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トl

一
一
相
談

M

と
_,, 

－ 場・

1＼丹

ム
交
通
事
故
巡
回
相
談

①
日
時

(2) 
白場
時所

場
所

第
1
・
4
月
山
崎
円

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

黒
都
市
中
央
公
民
館

第

1
・3
水
松
日

午
前
叩
時
1
午
後
3
時

財
布
魚
津
総
合
庁
舎
内

魚
津
地
方
県
民
相
談
室

器 fill
［
 

M
M八
年
余
に
は
、
れ
柿

の
給
付
か
あ
り
ま
す
が
、

交
け
ら
れ
る
の
は

一
つ
で

す
ω例
え
ば
．
中
年
で
附
引
け

い
れ
に
な
っ
て
附
川
氏
年
令
を

交
け
て
い
る
主
制
は
、

た

が
・
し
く
な
～
た
と
き
．
防
止
胤
本
尚
の

f

供
が
い
る
州
場
合
、
吋

f
年
金
を
受
け
る

お
H
絡
が
で
き
ま
す
が
．
州
ト
刀
は
受
け
ら

選

択
届
と

は

徐行笠完了乙

？ 

れ
ま
せ
ん
り

ま
た
、
折
年
で
小
般
に
あ
勺
て
附
何

年
金
書
ズ
け
て
い
た
人
は
、
日
以
に
な

る
と
在
紛
年
金
を
受
け
る
資
絡
が
で
き

ま
す
が
、
こ
の
時
も
企
け
る
年
全
は

一

つ
で
す
。

い
ず
れ
も
’
H
分
に
わ
付
利
な
年

金
を
選
ん
で
、

「凶
民
年
令
受
給
選
択

巾
山
古
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

選
択
の
仕
打
や
千
絞
さ
は
、
役
場
川

代
年
令
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
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年
金
相
談
会
を
開
催

打
少
年
謀
、

V
F
川
ニ
J

、
c
i、
VI
I
I
、t
h
へ

司
・0
4
1
〆

L
，

l
f
l
H
’

E
／

。
け
時

7
川
仰
け

（火
）

．ET山川
川
ハ
U
ト

m，t
，1
10
を

3
↑T

f
』

I
l
H

’’
f

・H

制
H
町
一
悩
社
セ
ン
タ
ー

ム
人
権
法
律
・
登
記
相
談

7
H川

m
H（火
｝

「
後
I
S
－
－十
長
4
与

制
U
町
川
社
セ
ン
タ
ー

人
総
陥

m
Aを
い
川

上
削
巡
一
．

（
宮

2
1
0
1
2
7）

ゐ
川
村
万

（
宮

2
1
2
1
6
4）

引
野

三
郎

（
宮

2
1
1
0
3
4）

ム
心
配
ご
と
相
談

時
毎
週
火
山
崎
日

午
前
山
時
i
午
後
3
時

朝
日
町
一
悩
紙
セ
ン
タ
ー

（
宮

3
1
0
5
7
6）

議公
的
年
全
に
は
8
つ

（厚
生
年
金
、

船
円
以
保
険
、
叫
ん
・
凶
組
介
、
同
民
年
令
寺
）

の
純
飢
が
あ
り
ま
す
が
、
日
川
引
か
ら
疑

問
に
叩
ヤ
つ
こ
と

聞
い
て
み
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
魚
川
社
会
似
険
事

者
片
η
F
p
u
r
－
haaf－b
u主
・
工
心

t
U
1
6
f
〈

’
r
l
d
d
f
ィ
4
J
l
L

じ
ま
す
む
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岡
山
肉
日
研
削
防
砂
防
に

参
加
し
て

今
年
も
6
月
4
日
か
ら
4
日
間
に
わ

た
り
、
広
島
県
の
国
立
江
図
島
青
年
の

家
に
お
い
て
、
朝
日
町
青
年
国
内
研
修

が
実
施
さ
れ
た
。

研
修
生
幻
名
は
、
出
発
前
の
事
前
研

修
会
で
ミ
ッ
チ
リ
と
絞
ら
れ
、
研
修
地

孫 32 3考ひさあ報広

2工
端

孝
雄

や
研
修
目
的
を
・叫
に
た
た
き
込
み
、
出

発
し
た
。

広
島
市
内
で
は
、
各
市
肌
ご
と
の
目
的

に
そ
っ
て
行
動
し
た
。
被
爆
国
H

日
本
内

そ
し
て
H

世
界
初
の
被
爆
都
市
広
品
ゅ

の
風
俗

・
文
化

・
産
業
等
を
見
聞
し
、

我
が
朝
日
町
を
見
る
目
も
新
た
に
し
ま

し
た
。
国
立
江
田
島
青
年
の
家
で
は
、

鳥
取
県
の
国
内
研
修
生
と
の
交
流
の
場

を
得
、
青
年
団
体
の
運
営
等
に
つ
い
て

熱
心
な
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
減
睦
を

深
め
る
な
ど
、
有
志
義
に
過
ご
し
た
。

松
後
に
、

今
年
は
凶
連
可
制
特
別
総

会
の
年
で
も
あ
り
、
こ
の
広
ぬ
を
研
修

地
に
し
た
事
に
よ
っ
て
、
被
爆
の
恐
ろ

し
き
を
今

一
度
再
認
識
し
た
国
内
研
修

で
し
た
。
こ
の
国
内
研
修
で
得
た
成
果

を
今
後
の
背
年
団
活
動
に
大
い
に
役
立

て
て
行
き
た
い
と
巧
え
て
い
ま
す
。

園
内
研
修
参
加
者
全
員
V

さん光和j撃

国鉄；白駅長

木

今
回
は
、
特
急
停
市
中
が
実
現
し
た
凶

鉄
泊
駅
の
駅
長
さ
ん
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当

て
て
み
ま
し
た
。

－
木
津
駅
長
さ
ん
は
、
入
善
町
木
綿
出

身
の
特
歳
。
入
善
高
校
を
－
M
寸業
し
、
昭

和
幻
年
に
国
鉄
に
入
社
。
富
山
、
青
海
、

親
不
知
、
糸
魚
川
の
各
駅
で
助
役
を
歴

任
。
こ
の

3
月
に
糸
魚
川
駅
輸
送
総
括

助
役
か
ら
泊
駅
長
に
。

国
鉄
に
は
「
自
分
で
努
力
さ
え
す
れ

ば
、
持
て
る
能
力
を
十
分
に
発
簿
で
き
、

泊駅で列車を見送る駅畏さん

ハ
チ
歴
が
低
く
て
も
、
勉
強
さ
え
す
れ
ば

昇
任
で
き
る
か
ら
」
と
、
努
力
家
で
怠
欲

的
な
人
と
い
う
印
象
で

「地
味
で
あ
っ

て
も
誠
尖
に
生
・き
た
い
」
と
話
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
ω

さ
て
、
こ
う

い
う
マ
ジ
メ
な
岡
鉄
マ

ン
で
も
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で
、

入
善
か
ら
糸
魚
川
ま
で
泊
っ
て
い
た
時
、

柄
を
飲
ん
で
、
よ
く
魚
津
ま
で
乗
越
さ

れ
た
そ
7
で
す
。
（
凶
欽
マ
ン
で
も
来

同
魅
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、

一
般
の
通
勤
者

が
来
舷
す
の
は
、
あ
た
り
ま
、
ぇ
？
か
）

な
お
、
総
後
に

「皆
さ
ん
の
努
力
で
、

せ
っ
か
く
止
ま
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
特

急
で
す
か
ら
、
利
用
し
な
い
と
次
の
ダ

イ
ヤ
改
正
で
は
、
ど
う
な
る
か
・

少
し
で
も
多
く
の
人
に
利
用
し
て
は

し
い
ν

ま
た
、
一
川
駅
は
、
皆
さ
ん
の
駅

で
す
。
一

枚
の
乗
車
券
、
指
定
券
、
団

体
略
行
も
ぜ
ひ
泊
駅
で
。」

と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
本
当
に
仕
事
熱
心
な
人
で
し

た
。

「
草
野
青
年
会
」

凶
歳
の
若
い
青
年
か
ら
、
上
は
位
歳

の
お
父
つ
あ
ん
ま
で
、
説
子
の
よ
う
な

世
代
の
構
成
メ
ン
バ

ー
で
組
織
。

従
来
、
江
戸
の
末
期
か
ら
H

五
穀
豊

穣
仰
を
祈
願
す
る
秋
祭
り
に
、
村
民
の

幸
せ
を
願
い
、
悪
魔
払
い
の
意
味
で
舞

う

4
7に
な
っ
た
郷
子
持
の
保
存
会
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
例

年
9
月
か
ら
叩
月
9
日
・
日
日
の
秋
祭

り
に
向
け
て
練
中
H

・
指
導
に
然
が
入
る
。

し
か
し
、
忘
れ
よ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
い
く
つ
か
の
大
狗
嫌
い
も
あ
リ
、

笛
や
太
鼓
そ
し
て
獅
子
以
な
ど
、
計
得

し
な
け
れ
ば
宇
ら
な
い
も
の
が
沢
山
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
練
留
か
必
要
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
も、

6
月
お
日
に
は

北
海
道
上
川
郡
朝
日
町
か
ら
瑞
穂
獅
チ

舞
保
存
会
の

一
行
円
名
が
、

．獅

f
涛
の

ル
ー
ツ
を
尋
ね
て
米
町
し
た
時
に
は

町
内
て
は
、
代
表
的
な
獅
チ
鋒
と
し
て

一
役
か
い
ま
し
た
。

な
お
、
背
年
会
も
、
こ
こ
4
1
5年

は
、
秋
山
内
小
り
獅
子
録
い
の
み
な
ら
ず

春
に
は
、
若
安
全
と
協
力
し
、
地
区
の

少
こ
う
会
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
、

左
若
男
女
を
問
わ
ず
、
楽
し
く
過
ご
す

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

与
野
地
区
で

「お
祭
り
」
を
通
し
、

幅
広
く
年
代
参
』
感
じ
さ
せ
な
い
交
流
が

で
き
る
。
こ
れ
が
、
わ
れ
ら
背
年
会
の

自
慢
の

一
つ
で
す
。

、、‘．，，
，
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A
 

－－
E
A
 

－－‘、



昭 InS7詩 7向 I(¥ [J 
f! 'I iii!i I 0白台行｝ひさあ幸日広 事I3 2 3時

「犬
も
歩
け
ば
怖
に
当
た
る
」

6
H
n
M
日
に
梅
雨
入
り
川
H．d
か

出
さ
れ
た
が
、
今
年
は
仰
陽
性

mu

と
か
。
夏
の
よ
フ
な
拾
い
臼
、
目

的
海
岸
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

そ
こ
で
み
つ
け
た
川
町
長
は
、
ど

こ
の
娘
や
ら
、
ト
ッ
テ
モ
カ
ワ
イ

イ
特

ム
ロ
で
あ
る
、
制
日
町
春
期
大
会
に
は
次

勝
し
、
魚
派
で
聞
か
れ
た
繰
皆
試
合
に

は、

大
町
小
学
校
、
古
－
M
小
苧
枚
、
土
中

江
小
学
校
を
相
手
に
全
勝
す
る
な
ど
実

力
の
あ
る
チ
ー
ム
で
す
。
将
米
．
ニ
の
小

か
ら
全

ut併
の
大
会
で
寸
前
躍
す
る
…
事
ド
’

が
行
っ
か
も
／

説
作
は
、
い
け川
九
江
川
制
先
中
の
桁
川
村

の
も
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
ル
催

f

チ
十
ン
ル
品
t
L
U
に
、
制
H
町
立
則
大
会

に
向
け
、
全

μ
一
九
と
な
勺
て
、
わ
時
過

上
雌
H
－
日
叫
日
に
純
何
し
て
い
ま
す

大
家
陀
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ポ
ー
ル

合月の表紙

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
・
荒
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト

ポ
｜
凡
ス
ホ

l
ツ
少
年
間
は
、

木
東
凡
小
学
校
の

4
年
生
か

ら
6
年
ル
れ
ま
で
の

k
f約
初

れ
で
、
今
年
結
成
し
た
ば
か

り
で
す
。
し
か
し
、

初
の
ぷ

内

t
f
’

j
j
t
j
setttj
；；

…
l
t
 

…
台
所
い
ろ
い
ろ
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a
冒・・・，
，E
E

‘、

V
下
ト
陶
瓜
架
な
ど
行
…
く
す
札
す

…

る
物
を
桁
…
る
時
は
、
焼
明
ば
ん
を
少
し

相

入
れ
る
と
長
く
す
れ
し
ま
せ
ん
。

M

V
川
魚
合
計
…る
時
、
品
広
小
少
袋
に
人
れ

て
共
に
れ
…
る
と
竹
ま
で
や
わ
・り
か
く
な
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善
意
の
預
託

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
方
々

か
ら
議
剛
志
の
附
託
が
あ
リ
ま
し
た
。

，，
 
，
 

f句
食
べ
る
と
太
る

…

J

d

L

？

一

と
ん
て
し
あ
リ
ま
せ

…

ν

．
 

Jr

・

－A
勺
て
い
る
必
に
お

一

川
い
し
ま
す

一

あ
な
た
の
食
が
は
、

一

われ
巾
会
長
へ
す
に
肉
食

…

等
の
し仙
カ
ロ
リ
ー
食
品

一

に
か
た
よ
J

て
い
ま
せ

一

ん

か

ピ

l
ル
ば
か
り
飲
ん
で
い
ま
せ

一

ん
か
。
今
、
外
川
て
は
、
内
な
ど
動
物

一

性
従
け川
に
よ
る
脈
仙
の
間
取
H
M
か
多
く

一

肥
満
や
心
臓
州
が
ト〈
さ
な
間
組
に
な
ゥ

一

て
い
ま
す
お
本
を
小
心
と
し
た
け
本

一

刷お

食
事
法
か
、
や
せ
る
た
め
の
位
以

…

食
品
と
し
て
作
付
さ
れ
て
い
ま
1

一

－F，a

〆
，h

，4F

／

‘、

．

’
p
j
o
／

0

6

総
%
%
久
U

一

0
1
0
j
o

’、
Q
u
ι
J

巳
J

－

q
J

FD

弓

J

〈

．

，．沙
p

b

r
コ
r
コ

！

円

u
n
u

’l
l
し

a
t

句

f

H

給

分

筏

人

八

乃

位同

一

台
眠

人

L
U

島
、

k
p

宙
回

・

－zr

’aド
lu
n
n
n
I，

、

J

a
n－

－

白
米
は
、
打
%
の
ア
ノ

も
mm
%
と
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
て
お
り
、

…

ア
／
｛
炭
水
化
物
）
と

約

山

木

剛

g
当
た
り
抑
制
も
の
き
需
を

…

7
%
の
た
ん
ぱ
く
質
が
主
人
け
ん
で
い
る
の
で
、
お
米
も
ト人
公
す
ぐ

一

成
分
で
す
。
消
化
吸
収
取

れ
た
た
ん
ぱ
く
似
な
の
て
す
。

・．、

い
ま
ア
メ
リ
カ

で
は
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
生
活
を

い
と
な
む
た
め
に

日
本
の
食
事
を

手
本
に
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

マ
本
町
金
外
相
男
さ
ん
よ
り

しし父

長
土
口
さ
ん
の
供
長
の
た
め
、
香
典
返

し
の

一
部
九
万
円

マ
大

安
仕
大
久
保
治
男
さ
ん
よ
り

しし叫
り
せ
ゑ
さ
ん
の
供
長
の
た
め
香
典

返
し
の

一
郎
ニ
M
円

マ
坑
川
浦
附
与
三
次
さ
ん
よ
り

忠

人

中

川
し
げ
さ
ん
の
ご
命
U
に

あ
た
り
、
ご
め
い
ふ
く
を
祈
念
し
て

一
万
円

、、．B
，，，

n
d
d
 

・－t且，，，，‘‘
、

大
』
斗
唱

l
q
3
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朝
日
町
立
中
央
図
・賓
館

日
本
列
島
は
暑
さ
の
金
銭
期
、
涼
を

求
め
て
旅
行
な
ど
計
画
し
て
い
る
ん
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
よ
り
充
実
し
た
旅
行
を

楽
し
む
た
め
に
図
書
館
の
本
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ロロロロロロロロロロロロロロロロ

まちのわだい

－ ー

ねえかと采法 X 八 日
テ iiB " iこんからりの年（ 月 本
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〈
鬼
還
ま
つ
り
〉

6
月
初
日
、
朝
日
町
で
も
も
プ
と
も
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
鬼
違
ま
つ
り
が
聞
か
れ
た
。

f
供

に
と
っ
て
も
、
大
人
に

t
勺
て
も
来
し
く
山
川
ち

逮
し
い
日
な
の
だ
。

〈朝
日
岳
山
開
き
登
山
会
〉

6
月
初
日
に
朝
日
岳
山
開
き
登
山
会
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
写
真
は
．
今
年
が
最
後

t
な
る

「つ
り

僑
」
を
渡
る
参
加
者
。

くもう柚祭りuの季節？〉

6 fl 25日に．北海道の 「朝日田fJカ・ら米田r.
l,'i.野で獅 r鰐の共演が行われました。
写，Eは．北海道朝日開Tの消毒患掴順子舞。

〈
夏
来
た
る
／
〉

6
月
初
日
仁
、
山
目
的
の
J
ン
T
パ
ン
シ

l
u

ク
ラ
ブ
が
主
催
し
、
川
町
内
外
地
か
－
b
選
手
を

募
集
し
、
「
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
」
の
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

：竹町の

・・＇；：：－ -

会
ゑ
村
誠

一

楽
士
半
数

笹
沢
左
保

必
れ
間
平

作治
A
H
必
「

殺

人

往

時

代

ユ

り

エ

阿

久

悠

防
の
鳴
る
街

仁
木
悦
子

疑

惑

松

本

消

必

燃
え
た
化
嫁

山
村
美
紗

川
仰
の
な
か
の
戸

ぬ
付
利
正

充
ち
足
り
た
．悲

泌

た

ち

ぷ

川
次
郎

わ
が
ド
し
川
の
住
人
た
ち
畑
正
憲

山

に

ょ

せ

る

心

問

中

浴

江

何
で
も
日治
ろ
う

小
川

実

北
川
人

中

れ

り

仲

介

本

勝

わ
る
本
肢
の
昭
利
史
桝
井
美
立
子

少
L
T
切

波

多
肘
効
f

f
j
j

i

！
！
 

血
決
別
に
よ
る
f
供
の
し
つ
け鈴
木
刀
ri

ジ
ャ
ズ
タ
ン
ス
レ

，
ス
ン
笠
井

時

ア
ト
リ
エ
の
中
の
曲
家
た
ち
総
本
山
・
八

観
光
と
旅
全
灯
巻
（人
文
社
）、
ワ
イ
ド

カ
ラ
l
旅
全
日
巻
（研
秀
出
版
）、
美
し

い
日
本
金
却
巻
（位
界
文
化
社
）、
ブ
ル

ー
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
ス
全
陥
巻

（実
業
之

日
ぶ
社
）、
民
出
オ
｜
ル
ガ
イ
ド
｛山
と

渓
谷
社
）

、
例
代
出
合
と
凶
民
休
暇
村

（山
と
渓
谷
社
）、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の

旅
（山
と
渓
谷
社
）、
全
同
ペ
ン
シ
ョ
ン

ガ
イ
ド
（交
通
公
社
）、金
制
ビ
ジ
ネ
ス
・

ホ
テ
ル
ガ
イ
ド

（新
戸
Hn
）

新
着
図
・
案
内

二

般
書
）

神
よ
り
借
り
た
砂
決

神
州
日
付
変
上
下

撃
腐
な
る
地
・午
線

密
謀
上
下

ザ

・
レ
イ
ブ
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A溺脳同
ω

自告 • [J 57 弓 7 fl 10 8 
n i •; · • .11 10日脅行｝

7月の
健康

激機鰐察儀袋~~.
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下味
痢りま小児

科
医
長

谷

守

正

ひさ

発
熱
、
咳
と
並
ん
で
、
一卜
痢
も
日
常
松
も
多

く
み
ら
れ
る
訴
え
の
一
つ
で
す
ら
小
児
の
下
痢

の
除
凶
は
い
ろ
い
ろ
あ
リ
ま
す
が
、
大
多
敬
を

十
円
め
る
の
は
．
ウ
イ
ル
ス
件
下
刷
北
、
ま
た
は
脇

管
外
時
菜
作
下
山
柄
引
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
保

困
療
法
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
．
対
抗
．

僚
法
が
主
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
旬
、
食
必
療
法

を
ぷ
健
と
し
て
、
脱
水
の
位
度
に
よ
っ
て
鰍
液

を
し
た
り
（
つ
ま
り
点
滴
を
し
た
り
）
細
菌
感

染
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
の
み
抗
生
物
質
を
用
い

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
下
痢
症
の
初
期
に

は
、
小
腸
粘
膜
の
傷
害
が
起
き
る
の
で
、
食
ギ

の
消
化
吸
収
能
力
が
低
下
し
、
こ
れ
を
反
映
し

て
食
欲
が
減
退
し
ま
す
。
そ
し
て
、
下
痢
（
症

状
が
重
く
な
る
と
お
う
吐
も
始
ま
り
ま
す
）
の

た
め
に
脱
水
が
起
こ
り
、
脱
水
↓
お
う
吐
、
水

分
照
取
不
足
↓
脱
水
と
悪
循
環
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
下
痢
の
場
合
の
食
事
療
法
の

基
本
は
、
①
水
分
を
十
分
に
与
、
え
ま
す
。

（香

あ幸E広~323 寄

妊
娠
初
期
の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ

る
子
供
に
先
天
性
の
奇
形
が
出
る
恐
れ
の
あ
る

風
疹
（
三
日
ば
し
か
）
が
、
流
行
し
て
い
ま
す
。

〈
風
疹
の
症
状
〉

風
疹
は
、
は
し
か
に
症
状
が
似
て
い
ま
す
。

①
二

1
四
日
続
く
犯
度
前
後
の
発
熱
、
②
顔
や

一損
な
ど
に
現
わ
れ
て
三
日
間
く
ら
い
続
く
発
疹
、

③
後
頭
部
、
頭
部
、
河
後
部
宇
中
心
と
し
て
全

身
に
み
ら
れ
る
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
で
す
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
ニ
の
三
つ
の
症
状
が
全

部
そ
ろ
っ
て
出
て
く
る
と
は
、
限
り
ま
せ
ん
。

〈
先
天
異
常
児
の
出
産
〉

風
疹
そ
れ
自
体
は
、
ご
く
幹
い
病
気
で
す
。

し
か
し
、
こ
わ
い
の
は
妊
娠
コ
一ヵ
月
以
内
の
女

件
が
感
染
す
る
と
、
か
な
り
の
防
寒
で
異
常
児

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
代
表
は
、

φ日
内
降
、

管

支

性

心

臓
病
、
内
議
聴
の
三
つ
で
す
。
し

か
し
妊
娠
六
ヵ
月
目
に
入
れ
ば
、
感
染
し
て
も

大
丈
夫
で
す
。

〈
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
女
性
は
、
風
疹
ワ
ク

チ
ン
の
嬢
種
を
し
ま
し
ょ
う
山

こ
れ
か
ら
結
婚
や
妊
娠
を
迎
え
よ
う
と
す
る

女
性
は
、
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
後
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
予
防
接
同慨
を
受
け
る
時
の
注
意
と

し
て
、

m混
在
絶
対
に
妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と

を
係
か
め
て
か
ら
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
に
は
、
月
経
中
に
受
け
る
の
が
最
も
安
全
で

す
。

m議
後
主
再
け
た
ら
、
そ
の
後
安
全
期
間

ひさあ報広

茶
、
湯
ざ
ま
し
、
野
菜
ス
｜
プ
な
ど
が
良
い
。

乳
児
の
場
合
は
、
母
乳
が
宇
員
く
、
ミ
ル

ク
は
半
分
ぐ
ら
い
に
薄
め
て
与
え
る
。）

②
消
化
の
良
い
食
物
を
少
量
か
ら
与
え
る
。

（併
が

一
番
良
い
。）
た
だ
し
、
①
、
②
は
、
い

ず
れ
も
お
う
気
、
お
う
吐
が
み
ら
れ
な
い
場
合

の
ぷ
で
、
も
し
、
お
う
吐
が
矧
繁
に
み
ら
れ
た

り
、
ぐ
っ
た
リ
し
た
リ
、
皮
調
が
乾
燥
す
る
な

ど
の
脱
水
症
状
が
悠
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
院

へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
c

点
滴
多
v
す
る
な
ど
し
て
、

水
分
補
給
を
し
な
い
と
、
大
変
な
こ
と
に
な
り

ま
す
。
小
児
の
下
痢
症
の
治
療
は
、
怯
者
よ
り

も
、
食
事
を
与
、
え
る
わ
ね
母
さ
ん
、
あ
な
た
が
、
ま

役
に
な
る
の
で
す
。

を
十
分
々
感
し
て
、
最
低
二
ヵ
バ
聞
は
．
絶
対

に
避
妊
を
励
行
し
て
下
さ
い
。

そ
の
他
予
防
対
策
と
し
て
、
妊
娠
初
期
の
女

性
は
、
風
疹
患
者
と
の
接
触
を
避
け
、
な
る
べ

く
人
の
多
い
場
所
に
出
か
け
な
い
ヰ
フ
に
し
ま

し
ょ
う
。
く
わ
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
“

（
念

q
A
H
H
q
J
q
J
ハH
AU

健
康
は
台
所
か
らU
会
場
実
施

健
康
な
か
ら
だ
づ
く
リ
は
、
よ
い
食
刊
行
俄
か

・句・：：・
。

家
庭
の
台
所
を
あ
ず
か
る
、
主
婦
に
、
家
放
の

健
康
を
峨
進
す
る
料
用
と
技
術
を
身
に
つ
け
て

も
ら
ち
7
と
、
町
で
は
こ
と
し
も
巡
副
栄
笹
川

導
を
実
絡
し
て
い
ま
す
。

「栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
、
う
す

味
、
貧
血
、
肥
満
予
防
の
食
店干
の
桁
得
を
、
栄

養
士
ま
た
は
食
生
活
改
善
推
進
い
”
が
指
符
日
以
と

な
り
、
灯
会
場
を
巡
同
し
ま
す
。

経
由
自
民
は
．
毎
月
の
本
誌

「
み
ん
な
の
似

健
」

欄
と
該
当
町
内
回
覧
、
総
人
会
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

健
康
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
ギ
か
ら
。

・：：・； 大

崎洋

ス
ポ

合
節
目
田
町
民
事
尊
大
会
成
績

II 
6 
月
6 
日
町 ｛日）
民
総
,6. 

体
育
館

〈
〉
団
体
戦

マ
叩
カ
チ
の
部

品
中
決
勝

泊
三
区

3
1
0

成

3
1
1

決

勝

泊
三
区

3
｜
2

マ
女

f
の
郎

地
午
決
勝

泊
三
区

2
1
0

山

崎

2
｜
O

決

勝
泊
三
区

3
1
0

〈
〉
個
人
戦

マ
男
子

一
部

①
肘
波
小
五
樹

（泊
三
区
）

②

竹

内

出

問

（終

川

｝

マ
男
子
二
郎

①
山
本
日
堂
小
必
（大
家
作
）

②

兵

庫

俊
春

（筏）

マ
女
子
一
部

①

森

野

忠

子

（泊
二
区
）

②
石
本
多
加
代

（泊
三
区
ザ

マ
女
子
二
部

①

杉

本
ひ
と
み

（一企
筒
庄
）

②

山

本

m
Z砂子

（山

崎

）
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スWl＝－~~量飽恩

山
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eゑ？

同
国
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a

親
子
水
泳
教
室

「
供
を
水
か
・
り
守
り
‘
楽
し
く

点
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
、
幼
児

と
そ
の
殺
を
対
象
に
水
泳
教
本
を

次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

a
a
1
9
A
g箇
恩

合
－

ms固
夜
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

n 
6 
月
8 
日
町附
民・
総 9
合日
体 休i
賓
館
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マ

附
力

f

ω
mw本
村
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跡

mω
什

↑
犬
訓
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②
河
内
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（
且

主

口

征

雄

組

問

m官
民
井
仰
治

沢

野

正

組

②
中
川
稔
＋
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水
ム
れ
刊
訂
作
雄
組

ω①
水
い
判
中
叫
昭

川財山

μ宮
川
，
雄
山
相

②
水
H
M

一
友

氷
山
謙
．
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郎
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井
泌
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φ
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将
司

深
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総

マ
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ωmv大
野
則
山
下

笹
川
則
，
l
組

②
水
仏
兵
冷

f

低
下
俊
「
総

倒
的
議
治
京
f

J
M水
消
，
，
T
級

②
絞
回
航
wr寸

相
時
悶
久
美
子
組

曲な

~副
パ
ド
ミ
ン

b
ン

一

ス
ポ
ー
ツ
大
学
聞
く

一

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
は
、
調
講
師
に
小
山

一
千
氏

を
招
き
、
円
日
午
後
l
時
却
分
か

ら
町
民
総
合
体
育
館
で
聞
か
れ
た
。

氏
は
、
全
日
本
の
大
会
で
何
度

も
優
勝
さ
れ
た
笑
力
者
で
、
氏
の

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
心
情
え
を
聞

ωφ
ス
什
汁

d
H
f

大
久
保
附
…

f
組

②
以
川
町
怜
久
伎

川
村
美
帆
H
f組

－
H

節
刊
田
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

(16) 

い
た
後
、
ン
ン
ク
ル
ス
・

ダ
ブ
ル
ス
で
の
夫
以
桁

仰
を
7
け
、
と
き
ど
き

見
せ
る
ア
ク
ロ
パ

ノ
ト

的
な
妙
伐
に
紋
山
を
上

げ
、
ム
勺
と
い

1
tに

時
間
が
治

y
て
し
ま
い
、

受
品
行
か
・
り
し

っ
と
桁

得
し
て
は
し
い
し
と
の
ん
の
小
、

問
必
し
ま
し
た

一 ・

1：議「
；；徹三
~： “ 

占
R

第
初
田
町
民
野
球
大
会

と

き

8
川
l
H
Fけ
）

町
民
総
介
グ
ラ
ン
ド

と
こ
ろ

合
第
お
田
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

と

き

8
Hけ
l
日

｛
H
）

小
九
山
、
川
リ
山
中
グ
ラ

、J
U
l

と
こ
ろ

－R第
8
園
高
桜
杯
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

と

き

8
H円
引
H
（
斗
Lt）

l
n日
（
日
）

町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド

シ
」
－
－

Aソ

、lEJ円，ae‘．EE4 ，，a司、、

A
M
，1
1
広
J
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lみんなの保健｜ 8月の事業案内

~ .. 
7 f蔚対象地区t義(;>. 

zエ時

午後
1:00-3:00 

H
Hリ
＆
『
’日（自信）者象対業司耳

よい子に育てるために区地全保健センター27 R 婦任母親古学級

3ヵ月児健診

股関節脱臼検査

母

子

保

健

母子手帳持参
検査料 2,000円

病院
形外科
j白
干長

午後
i:oo～ 区地会
1:30 30 R 

母子手帳持参区I也全保健センター2:30 
午後
1:00-

区I也全保健センター午前
9:30～11:00 

中央農協
1.1.筒庄支所

午前
9:00～ 10:00 

1,200円検査料ii.筒庄地区望

l . 0501'1 
l,lOOfil 

婦人
・－？Lm

区I也泊保健センター2:30 

1,050円

の
着
ク
下

決A
Y

ホ
な

帳
持
・
ぃ

手
票
ン
て

康
診
タ
い
用

健
問
ポ
つ
ポ

倹食料11.箇日：地区

新

lfl 
水

fii・ 

1十・の l-1・柳
イ；f)J；立 ・償

JI I 

.,. 5た農協
1i.箇所支所

11t 111新公1（館

II 1小川中苧佼

午後
1:30～ 

’1: !'= 
I :;30～ 2:30 
’1二riii
9:30～1 1:00 
q二！t:
I :oo～l 1:00 
’1・・ 1iii 
9::10～ ：仁川｝

……一ゅ
一日
一一一
一ゆ

57年 5月生

57年3・4月t:.

希望者

（婦人）

乳児鍵鈴

健康体操教室

成 者宥i診検宵

20 R 寺号望三貴i給

一
診

検

一
一検

人
房
一
人

婦
乳
一
婦

人

病

24 R 

5@  

fr 

縦割「if宗総検珍
1.164 .-! .. J.:L F 
H恒15.,!• J..：二lJ・.
ただし動絡
先で検2舎を交・
ける人を除〈

望:?f'i 

結核 ・循環器

検診

予

防

健
し
受

川
開
花
を

も
駐
誠

で
が
相

外
士
は

以
義
時

。

日
栄
る
す

則
・
い
ま

定
婦
て
け

t-f 卜．山新・ ρi卜・1u 新企~l(fi官

’r-fを
1:00-3:00 

日
一四
一同
一日

乳幼児－M
 
’ιt
 

’h
M
 

談
一
談
一
談

相
一相

一相

康
一康

一康

健
一健
一健

子
一般

一養

母
二

一栄

定
凶
剛
健
康
相
餓

区J也全保健センター

L機1己・温泉町1-.搬出公民自立

I克l（館ノー・、-I克
ff F五；東

東J,¥:ft
吉良行 組合

出l公
M
H司’’

三浦町公民館

’1:1jij 
9::m～l I: 30 

’1・it:
1 :30～ ；~ ： 30 

'1 : 1~ 
I: :io～ 1:30 
’1:1jij 
10::10-12:00 

1・1t:
I ::lO～ 3:30 

ぷ－己i’f.{f; 

l⑪ 巡回栄養指導
食

生

活

改

善
25@ キッチンカー

A
“1
噌

l
円

h
v

－ I 
の
献

(18) 

血
＠ 

Jll 

憶
力
者
名

境
地
区

兵
庫
俊
森
、
水
品
明
香
、
水
島
五
十
美
、
水
品
繕

宮
崎
地
区

松
止
や
芳
和
、

岡
谷
灯

f
、
水
品
山
紀
子
、
松
本
研

一
、
行
以
み
な
チ

笹
川
地
区

竹
内
秀
孝
、
折
谷
剛
官
、
小
林
下
代
美
、
反
対
抗
附
乃
、
長
井
消
菜
、小
林

一
挙

泊
一
区

野
田
賞
、
浜
田
治
美
、
松
下
宏

一
、
八
木
正
刷
、

水
品
和

f
、
日
本
博
、
大

谷
目白
代
、
侮
沢
よ
し

f
、
越
以
w伸
夫
、
背
木
一品

f
、
・水
見
徳
太
郎
、

十日
以
内
中
武
、
篠

回
教
行
、

土
居
祥
浩
、
泉
千
恵
千
、
谷
川
道
子
、
高
松
隆
則
、
広
川
巻
チ

泊
二
区

前
川
弘
子
、
浜
川
直
美
、
水
川
美
保

f
、
米
岡
市
持
可
、
折
口
利
恵
子
、
久
我

口
幸
チ
、
荒
尾
ヤ
ス
子
、
下
沢
あ
ゆ
み
、
見
山
幸
郎
、
行
’M
M
f、
川
V
威
光
代
、
草

野
裕
子
、
舟
川
保
久
、
問
中
秀
夫
、
伊
秘
治
、
大
西
忠
、

＋ず
悶
真
由
美
、

寺
岡
正
美

泊
三
区

平
間
友
成
、
長
谷
宏
、
川
久
保
鉛
也
、
沢
田

f
秋
、
鎌
田
和
雄
、
一
術
品
み
、
ぇ

子
、
瀬
沼
路
子
、
固有
数
道
子
、
士

Hm進
、
紘
一
川
謙

一
、
大
山
消
計
、

一中
崎
維
博
、
思
…

坂
恵
美
子
、
水
野
弘
、
大
村
荊
チ

五
箇
圧
地
区

高’
M
美
山
崎
，
，
丁
、
池
原
功
成
、
広
幡
必
純
、
広
間
静
雄
、
西
国
兵
佐
犬
、

浜
川
つ
仁
、
広
田
谷
子
、
追
分
秀
松
、
杉
本
ひ
と
み
、
山
手
妙

f
、
荒
木
M
U
、
数
家

裁
μ
地柄
、
大
久
保
英
子
、
ト
入
品
．順
子
、
．
白
川
知
行

宮
間
保
地
区

谷
口
繁

一
、
長
崎
和
子
、
長
崎

一
一
弘
、
長
崎
美
知
代
、
清
水
忠
美

f
、
勝

原
義
人
、
字
国
速
雄
、
殿
村
恵
子
、
同
慰
問
利
上
心
雄
、

－長
崎
い
ず
み

山
崎
地
区

久
保
問
淳
子
、
野
凶
潔
、
持
万
敏
段
、
長
派
邦
明
、
以
沫
ド
治
、
永
日
義

時
、
長
引
仲
明
美
、稲
荷
後
、
十日
市

一
夫
、
永
日
了
、
大
組
勝
也
、
掘

一
る
み

f
、
水
野
郎
代

大
家
圧
地
区

古
出
仰
、
道
下
忠
、
．
れ
眠
竹
史
、

林
下
鶴
、
小
川
推
挙
、
新
川
淡
、
外

u俊
和
、
高
山
晴
彦
、
山
岡
市
川
治
、
鍛
治
以
子
、
店
時
間
文
子
、
前
川
ぬ
ひ
、
広
川
義

二
、
山
水
続
問
、
長
．敗
中
州
、
山
的
山
ト
・犬
、
縁
関
幸
夫
、

．h
仲
汁
粉
降
、
沢
川
苧
樹
、

山
崎
久
夫

（山
名
）

1
5
月
実
施
分
！

z青：赤川公民館

8月の休日救急診療当番医

29 22 16 15 14 8 守
巴 日 日 日 8 白 日
〆’、 〆ー、 r角、 f「 r、、 〆「 f、、
日 日 同 日 土 日 日、』J 、』ノ 、』ノ 、』J 、』J 、ーノ 、ーノ

辻 橘 高 i手 草 丸 組

世 東 野 Jll 皇

医 医 医 医 病 病 医

院 院 院 院 院 院 院

宮 官 宮 宮 宮 宮 宮

2 2 2 3 2 3 
Fζ－ー) 

1 。。。1 3 。
2 フ 。5 1 3 。
8 9 1 。3 9 5 
5 。4 5 1 


